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一
月
二
十
八
日 

連
日
の
厳
し
い
寒
さ
か
ら
一
転
、
温
か
な
陽 

の
さ
す
好
日
に
、
毎
年
地
域
の
み
な
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
る 

「
第
十
三
回
と
よ
つ
か
る
た
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
フ 

ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
時
期
で
は
あ
り
ま
し
た 

が
、
四
十
八
人
も
の
参
加
が
あ
り
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で 

き
ま
し
た
。 

か
る
た
大
会
は
、
幼
児
、
小
学
生
低
学
年
・
中
学
年
・
高
学
年
、 

一
般
、
そ
し
て
シ
ニ
ア
の
部
に
分
か
れ
、
二
回
か
る
た
取
り
を
行 

い
、
そ
の
合
計
枚
数
で
順
位
を
競
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
も
大
人
も
我
を
忘
れ
て
の
大
熱
戦
！
豊
津
み
ん
な 

で
盛
り
上
が
り
、
笑
っ
て
楽
し
い
か
る
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

か
る
た
取
り
の
後
は
、
餅
つ
き
体
験
を
し
、
紅
白
の
お
餅
で
花 

餅
飾
り
、
美
味
し
い
お
餅
で
お
腹
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。
お
腹
が
膨 

れ
た
後
は
、
食
後
の
運
動
と
し
て
ク
ロ
ッ
ケ
ー
場
で
大
判
か
る
た 

大
会
を
楽
し
み
、
楽
し
い
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

 

毎
年
そ
う
で
す
が
、
今
年
も
準
備
か
ら
始
ま
り
、
当
日
の
進
行
や
裏
方
で
ご
協
力
し
て
く
れ
た
方
々 

の
お
か
げ
で
、
無
事
、
か
る
た
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
本
当
に
感
謝
し
ま 

す
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

  

 

 

 

第 ２ ２ 回  

とよつまつり 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
九
日
開
催 

 

※
２
面
に
関
連
記
事
が
あ
り
ま
す 

とよつのトトロ 

第

十

三

回

 

と

よ

つ

か

る

た

大

会 

 

 

 

 

 

か
る
た
大
会
の
結
果
は 

２
面
に
あ
り
ま
す 
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★幼児の部 2 人参加  
優勝 浅間柚羽（あさま ゆずは）ちゃん                

２位 鬼澤由衣（おにざわ ゆい）ちゃん 

★低学年の部 13 人参加 
優勝 山町彩奈（やままち さな）さん          

２位 木村友香（きむら ともか）さん 
３位 浅間令央（あさま れお）さん 

★中学年の部 11人参加 
優勝 君和田栞音（きみわだ りお）さん      

２位 立野美紅（たての みく）さん 
３位 木村文香（きむら あやか）さん 

★高学年の部 6 人参加 
優勝 山町詩音（やままち しおん）さん          

２位 君和田茉歩（きみわだ まほ）さん          

３位 柏葉龍穂（かしわば りゅうほ）さん 

たくさん取れ

てうれしかっ

たです♪ 

２年生に勝ててうれ

しかったです！ 
 

うれしいです♪ 
 

優勝できると思ってなかっ

たのでうれしかったです！ 
 

★一般の部 8 人参加 
優勝 山町浩信（やままち ひろのぶ）さん         

２位 太田賢登（おおた まさと）さん           

３位 山町未来（やままち みく）さん 

昨年の優勝者

（妻）に勝てて

良かったです！ 

今年も優勝できました！

来年も頑張ります！ 
 

★シニアの部 8 人参加 
優勝 君和田美智子（きみわだ みちこ）さん        

２位 藤城まさ（ふじしろ まさ）さん 
３位 柏葉秋穂（かしわば あきほ）さん 

第 13 回  と よ つ か る た 大 会  入 賞 者 紹 介

          
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
二
十
二
回

と

よ

つ

ま

つ

り 

①復活した提灯 ②力作ぞろいの作品展 
③君和田武さんの熱唱 ④水田凪南（みずたなな

み）さんの津軽三味線 ⑤豊津大正琴クラブの名

演奏 ⑥まちづくりセンター事業を DVD で紹介 
⑦２０２０東京オリンピック成功を祈念 ⑧「男

の料理」の面々が美味しいカレーをつくってます  

⑨よーく狙って！（模擬店の射的） 

 昨年の１１月１９日、晴天の下、「とよつまつ

り」が行われました。 
恒例の作品展、模擬店、演芸発表等が催され、

多くの方々が楽しい時間を過ごしました。 

○2  

○3  ○1  ○4  

○5  

○6  

○7  

○8  

○9  
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新

春

ウ

ォ

ー

ク

で

新

発

見

！

 

一
月
七
日
、
今
年
度
の
レ
ッ
ツ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
第
二
弾
と
し
て
、 

「
と
よ
つ
か
る
た
め
ぐ
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
、
豊
津
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
、
大
船
津
新
田
の
地
蔵
院
、
鹿
野
中

下
の
簡
易
水
道
施
設
跡
、
大
船
津
鎮
守
様
、
子
安
様
、
一
の
鳥
居
を

巡
っ
て
セ
ン
タ
ー
へ
戻
る
約
五
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
し
た
。 

 

参
加
者
は
子
ど
も
も
あ
わ
せ
て
十
九
人
で
し
た
が
、
「
地
蔵
院
や

子
安
様
は
初
め
て
来
た

」、

「
簡
易
水
道
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
」
な
ど
、
新
た
な
発
見
が
多
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
。 

 

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
は
、
と
よ
つ
か
る
た
の
解
説
本
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
時
間
が
あ
る
時
、
解
説
本
を
片
手
に
地
元
巡
り
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

       

楽 学 セ ミ ナ ー  
華やかな年始を演出する“フラワーアレンジメント” 
12 月 27 日（水 ）、 講師の小泓明美さんの丁寧な指

導のもと、 10 名の参加者 
がフラワーアレンジメント 
を体験しました。 

同じ花材を使用したにも 
関わらず、各自個性的で素 
晴らしい作品に仕上げるこ 
とが出来ました。 
 気忙しい時期の事業でし 
たが、参加者は真剣にお花と向き合い、かつ、ゆったり

とした時間を楽しんでいる様子でした。 
〈参加者の声〉 
・講師の分かり易いアドバイスで自分なりの作品に仕上

がりました。有難うございました。(爪木・君和田さん）  
 

和 田 委 員 長 登 壇 in市民大会 

地域活動に求められる 

新たな視点と社会教育 

 ２月４日に行われた「第 

１５回鹿嶋市まちづくり市 

民大会」において、『こど 

もが集うまちづくり（公民 

館）活動を考える』という内容で、和田委

員長が提案発表を行いました。 

また、シンポジウムに 

もパネリストとして参加

し、日ごろのまちづくり

活動で培った意識に基づ

き、積極的に発言をして

きました。 

 

か
る
た
め
ぐ
り
シ
リ
ー
ズ 

⑱ 
      

豊
津
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
下
か
ら
新
田

方
面
へ
の
鰐
川
堤
防
、
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
っ
て
桜
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
の
は
ご

存
知
で
す
よ
ね
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
二
年
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
を
記
念
し
た
「
桜

の
郷
づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
植
え
ら
れ

た
も
の
で
す
。 

そ
れ
以
前
も
昭
和
五
十
年
代
ま
で
大
船
津
の

鰐
川
堤
防
に
は
、
見
事
な
八
重
桜
が
あ
り
、
春

に
は
優
雅
な
花
見
が
出
来
ま
し
た
が
、
桜
の
木

の
寿
命
と
治
水
事
業
（
堤
防
工
事
）
に
よ
り
撤

去
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
前
述
の

「
桜
の
郷
づ
く
り
事
業
」
に
よ
り
、
市
内
の
公

園
や
沿
道
と
共
に
、
こ
の
堤
防
に
も
地
区
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
桜
の
苗
木
が
植
え
ら

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
土
手
桜
の
本
来
の
目
的
は
「
治
水
」

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
ご
存
知
で
し
た
か
。 

土
手
は
保
水
す
る
の
で
、
そ
の
水
分
が
冬
場

に
凍
結
。
春
に
溶
け
て
土
手
に
空
洞
が
で
き
、

そ
れ
に
よ
り
強
度
が
下
が
り
、
決
壊
の
原
因
と

な
り
ま
し
た
。
桜
の
根
が
土
手
強
化
に
ち
ょ
う

ど
良
い
長
さ
で
あ
る
、
花
見
の
人
た
ち
で
地
面

が
踏
み
固
め
ら
れ
る
、
な
ど
の
理
由
も
あ
り
、

土
手
に
桜
が
植
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

場
所
に
よ
っ
て
成
長
に
差
は
あ
り
ま
す
が
、

大
き
く
成
長
し
、
昔
懐
か
し
い
花
見
の
名
所
に

な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。 

 

新
田
は
昔
、
神
野

新
田
と
言
い
、
先
達

者
が
開
拓
し
た
新
天

地
で
す
。
大
船
津
側

に
あ
る
地
蔵
院
は
、

新
田
の
集
会
所
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。
文

化
財
で
も
あ
る
新
田

神
楽
で
有
名
な
獅
子

舞
も
、
こ
の
地
蔵
院

が
中
心
に
な
っ
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

昔

、

大

船

津

の

飲

料

水

は

、

流

れ

川

に

頼

っ

て

い

ま

し

た

が

、

水

質

の

変

化

に

よ

り

、

昭

和

三

十

二

年

に

地

下

水

に

よ

る

簡

易

水

道

が

完

成

し

ま

し

た

。

上

水

道

が

普

及

し

て

も

、

昨

夏

ま

で

供

用

さ

れ

て

い

ま

し

た

。 

 

水

運

が

盛

ん

な

頃

、

大

船

津

は

水

上

交

通

の

要

衝

で

あ

り

、

川

辺

に

は

常

夜

灯

が

焚

か

れ

て

い

ま

し

た

。

そ

の

常

夜

灯

も

、

旧

神

宮

橋

の

建

設

に

よ

り

撤

去

さ

れ

、

現

在

は

大

船

津

鎮

守

様

に

移

さ

れ

、

今

に

至

り

ま

す

。 
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小 学 校 と 地 区 住 民 合 同 の  

避 難 所 生 活 体 験        ＜１１月２４日＞ 

豊津まちづくりセンターを会場にして、豊津地区住民と豊津小児 

童・保護者・職員（総勢１１８名）が参加し、災害が起きた場合を 

想定しての『地域連携による避難訓練』を実施しました。 

始まりの会では、校長先生の貴重なお話に続き、高安センター長 

から、平成２３年３月１１日の東日本大震災で、数日間に渡って避 

難所となった豊津まちづくりセンターの状況の話がありました。 

 その後、非常食作りや、新聞紙を使ってのスリッパ作り、防災に 

関するアニメ鑑賞をしました。 

終わりの会では、和田まちづくり委員長、地域環境部員である区 

長さん方の話を聞きました。 

ここ数年、毎年のように地区と小学校の合同防災避難訓練を実施 

していますが、このような訓練を繰り返す事で、『自分の命は自分 

で守る』という大切な事が胸に刻まれていると思います。参加者み 

んなの熱心さが伝わった生活体験でした。 

※東日本大震災時…豊津まちづくりセンターに１０人以上が避難 

◆
◆
つ
ぶ
や
き
◆
◆ 

子
ど
も
が
就
職
し
、
給
料
口
座
か
ら
家
賃
、

光
熱
水
費
、
ス
マ
ホ
代
等
が
引
き
落
と
さ
れ
、

買
い
物
を
し
た
ら
残
金
は
微
々
た
る
も
の
。
し

か
し
、
そ
こ
か
ら
貯
金
も
。
ち
ょ
っ
と
心
配
し

ま
し
た
が
、
も
う
す
ぐ
一
年
と
な
り
、
積
立
も

ほ
ん
の
少
し
で
す
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
毎
月

わ
ず
か
な
額
で
も
、
千
里
の
道
は
一
歩
か
ら
。

こ
の
調
子
で
結
婚
資
金
も
・
・
・
。
で
も
、
そ

の
前
に
相
手
を
見
つ
け
な
い
と
ね
。 

今
年
度
も
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

広
報
部
員
一
同
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
晴 

笹
本
さ
ん 

 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
教
室
➂ 

神
の
道
ウ
ォ
ー
ク 

  

二
月
三
日
、
波
野
地
区
の
名
所
旧
跡
を
巡
る

「
神
の
道
ル
ー
ト
３
『
降
臨
の
里

』」

の
一
部

（
約
五
キ
ロ
）
を
歩
き
ま
し
た
。 

コ
ー
ス
に
は
、
百
基
の
庚
申
塔
や
姫
の
宮
、

東
の
一
の
鳥
居
、
放
光
院
、
神
向
寺
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
解
説
文
を
読
み
な
が
ら
、
あ
ら
た

め
て
鹿
嶋
の
歴
史
の
奥
深
さ
を
実
感
し
て
き
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

（
十
三
人
参
加
） 

（
参
加
者
の
声
） 

・
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
こ
ん
な
も
の
が
、
と
知
ら

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
（
新
田
・
Ｏ
さ
ん
） 

 ♫ ふ れ あ い ク リ ス マ ス 会 ♫   ～豊津地区社会福祉協議会（うらら会）～         

   地域の高齢者６０名参加  保育園児、小学生との交流         ＜１２月１４日＞ 

毎年、うらら会の行うクリスマス会は、地域の高齢者が楽しみにしているイベントです。 

かしま西包括支援センター職員から健康のための話を聞いた後は、大船津保育園園児の精一杯の可愛

い演技、お昼は会話を楽しみながら心のこもった食事を美味しくいただきました。午後は豊津小児童の

元気いっぱいの合唱があり、参加者は心癒されました。最後に小学生がチームに分かれて６人の児童を

変装（お父さん、お嫁さん、お母さん、祭頭祭）させるというゲームで、会場は大いに盛り上がりまし

た。これからの未来を創っていく子どもたちと一緒に、笑顔の絶えない時間を過ごし、素敵なふれあい

クリスマス会になりました。 

 

   

▲ ( 上 ) 始 ま り の 会  

で 熱 心 に 話 を 聞 く 参  

加 者 、 （ 中 ・ 下 ) ス

リ ッ パ 作 り  

  

▲明石地内の庚申塔

▼神向寺の楼門  


